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マレーシア受け入れ特集 短期ホームステイを受け入れて

（ホストファミリーの感想）

今年も 11 月 25 日（金）から 28 日（月）の 3 泊 4 日の日程で、マレーシアの姉妹校 Wesley
Methodist School(ウェズレーメソディストスクール）から 40 名の高校生たちを受け入れました。週

末の滞在で、ホームステイが中心のプログラムです。ホストファミリーのみなさんには本当にお世

話になりました。マレーシアの高校生たちにとってはすばらしい経験だったことと思います。ホス

トファミリーのみなさんから寄せられた感想のいくつかを紹介します。(順不同）
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家族とも協力し合えた
P2-3 大原 礼子

受入留学生：Nicole Wong See Yen, Lynn

今回、初めて受け入れをして、本当にホスト

ファミリーを引き受けて良かったです。最初は

不安や緊張もありましたが、マレーシアでホス

トファミリーに本当に良くしてもらったので、
私も日本を楽しんでほしいと思って色々と計画

を立てていました。

心配していた言葉の違いも、家族で協力して
英語を考えたり、辞書を使ったりと楽しく話が

できました。また、リンの日本語の上手さには

本当に驚きました。マレーシアの文化や勉強の
ことや両親を敬う心など、たくさんのことを教

えてもらいました。特に、ご飯を食べるときに

は、父や母に先に食べてもらうと聞いたとき、

私は見ならうことがたくさんあるなと、実感し
ました。

休みの日は、買い物やカラオケに行きました。

とても喜んでくれて、私もうれしくて、たいへ
ん楽しかったです。

次の日の京都観光では、日本人だけではなか

なか行けないようなお寺を見に行ったり、お土
産屋さんを巡ったりして、マレーシアの人たち

ともいっぱい話をして、仲良くなれて、充実し

た一日となりました。リンやニコルに「ありが
とう！」と言ってもらえる度に心が温かくなり

ました。

夜は遅くまで三人でいろんな話をしたり、一

緒に寝たりして、本当に大好きな友だちができ
ました。今回、たくさんの話ができましたが、

もっと英語を勉強したら、さらに話せることが

増えます。もっと英会話の勉強に力を入れよう
と思います。ホストファミリーをして、家族と

も協力し合えたし、マレーシアの文化にふれる

こともでき、私にとって本当に良い経験になり
ました。これからも連絡を取り、私もまたマレ

ーシアに行きたいです。

彼女の好きな「けいおん」
J21 石田 充

受け入れ留学生：Joane Lee Hui Wen

ジョエンヌを受け入れて思ったのは、言葉は
違っても、伝えようという思いを持っていれば

伝わるということでした。それに、ジョエンヌ

は、真剣に日本語を学ぼうとしてくれました。
関西弁などのこともきいてくれて、なんだかう

れしくなりました。そんなふうに接してくれる

彼女の為にも 4 日間をとてもいいものにしたい

と思いました。
それで、まず行ったのは、彼女が大好きなア

ニメ「けいおん」の聖地である豊郷小学校です。

彼女はアニメに出てくる場所を、私たちに伝え
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てくれて、そこへ連れていってあげると、写真
をたくさん撮っていました。2 日目は、博物館

へ行き、琵琶湖についてじっくり見ていました。

水槽の前で、魚を見つけて数えたり、水槽の前

で写真を撮ったりしました。その後、坂本へ行

き、彼女の好きな「けいおん」の電車に乗りま
した。さらにたくさんの写真を撮ることができ、

とてもうれしそうでした。それから、石山寺へ

行き、紅葉を見ました。とてもあざやかな色で、
日本らしさを見せてあげることができたかな、

と思いました。

そして、最後の夜を過ごし、朝、学校へ行き

ました。別れるときはさみしくてたまりません
でした。家に帰ってからも、イスが一つ減って

しまったことで、ジョエンヌがもういないこと

が実感され、もっともっとさみしくなりました。
たくさんの思い出ができて、ジョエンヌと家

族のように過ごせたこの 4 日間を絶対に忘れま

せん。またどこかで会えたらいいなと思います。
ホストファミリーをして本当に良かったと思い

ます。

学んだことは、「行動力」
I1-1 西村佳那香

受け入れ留学生：Guan Tze Ying

私は今回初めて留学生を受け入れて、色々な

ことを感じ、学びました。この 4 日間は、とて
も楽しかったし、自分の為になりました。

ズィーンが来たその日、すごく楽しみにして

いた反面、少し不安でした。何をどう話せばい
いのか、自分の伝えたいことは伝わるのか、そ

んなことばかり考えていました。ですから、最

初は本当に会話も途切れていたし、伝えられな

いと思い途中であきらめてしまうこともありま
した。だけど、ズィーンは、いつでも私の話を

一生けんめいに聞こうとしてくれました。私が

途中であきらめようとすると、「ダイジョウブ」
といつも励ましてくれました。本当にやさしか

ったです。

ズィーンは、本当に日本が大好きで、色々な
ことに興味を持っていました。制服や着物を着

せてあげると、とても喜んでいたし、日本食も

「メッチャおいしい！！」とたくさん食べてい
ました。日本語を教えてあげると、すぐに覚え

て使っていました。日本人として、海外の人が

こうして日本を好きでいてくれるのはとてもう

れしかったです。

この 4 日間で学んだことは、「行動力」です。
言い方は悪いけれど、どうにでもなると思いま

した。正確な英語の文章で会話をしなければ伝

わらないと思っていましたが、「伝えたい」と
いう気持ちさえあれば、文法が間違っていても、

相手は聞いてくれます。本当にそれを感じまし

た。何に対しても、行動に移すことが大切だと

実感しました。ですから、この学んだことや感
じたことを生かして、これから頑張っていきた

いです。

そして、今回、Wesley Methodist School のみ
なさんから、震災への義援金をいただきました。

日本人としてこのことを忘れずに、今自分にで

きることを精一杯やっていきたいです。

世界人類をつなぐ平和の使者
G3-10 井上雄一郎

受入留学生：Ricky Lim, Kelvin Yap

留学生を受け入れるのは 2 回目です。最初は

戸惑いつつ頭をフル回転させて、必死に話そう

と頑張りました。今年は 2 人の受け入れにチャ
レンジしました。2 人ともとてもフレンドリー

で、すぐに仲良くなれました。去年、マレーシ
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アへ研修旅行に行ったときに、ホストファミリ
ーになってくれた人や、僕が留学生として受け

入れた人のことを知っていて、かつ、友だちで

あると聞いたときはびっくりしました。マレー
シアの学校では、先輩＝後輩がとてもフレンド

リーなんだなと、あらためて実感しました。

今年は 2 人を受け入れるということで、僕の

友だちが「どら焼き」を作ってくれて、友だち
間での絆みたいなのが感じられてよかったで

す。次の日から、奈良の祖父母の家へ行き、日

本の料理と折り紙などの日本文化に触れてもら

える一日にしました。お好み焼きやおはぎなど、
日本独特の食べ物がたくさん出てきて、2 人と

もとてもびっくりしていました。折り紙は簡単

なものから難しいものまで折りました。
ホームステイ最終日は、図書館に案内しまし

た。図書館で英語に訳したマンガや日本の建物

についての本を興味深そうに見ていました。そ
の後、イオンモールに行きました。チョコのケ

ーキを作るということで、材料を探しました。

家に帰って 2 人はすぐに作業を始めて、頑張っ

て作りました。できあがり、食べてみるととて
もおいしかったです。

お別れの時は、去年と同じく、泣きそうなく

らい悲しくなりました。今年こそは笑顔で送り
だそうということで、笑顔で送り出しました。

二年生たちは、かなり泣いていて、「自分もあ

んだけ泣いていたんだな」と思いました。二回
ホストファミリーをして、思ったことは、コミ

ュニケーションは大事であり、友情を深めるこ

とは、簡単なようで難しいものだと思いました。

一柳満喜子先生がおっしゃった、「外国に侵入
して貪る人は世界の平和を破る。しかし、外国

に行って友を作り、その土地をうるおすことの

できる人、これは世界人類をつなぐ平和の使者
なのである」ということが、このことであると

はっきりと分かりました。本当にありがとうご

ざいました。

人としての大切なこと
保護者：井上奈津子

昨年に引き続き、2 回目のホストファミリー

でした。今年は 2 人あずかりしました。2 人い
ると、ちょっとした「間」ができたときもお互

いで会話をしてくれるので、こちらも変に気を

遣いすぎず安心でした。

昨年の生徒さんと同様、大変礼儀正しく素直
で、起床時間などもきちんと守り、布団もきれ

いに整え、自らお手伝いをしてくれ、とてもい

い子たちでした。
私の実家の奈良へ連れていきましたが、両親

もとてもいい子たちだと感心していました。外

国人と接する機会のない両親にとっても貴重で
大変楽しい時間を過ごせたそうです。ホームス

テイ最後の夜には、2 人でブラウニー（チョコ

レートケーキ）を作ってくれました。

昨年と同様に、ふだん忘れている素直な心や、
感動する心を思い出させてもらうことができま

した。やはり今年もお引き受けできて良かった

と思いました。
子ども自身も兄弟社高校に通わせていただ

き、このような経験ができ、本当に良かったと

言っております。下の弟は、中学 3 年生の受験
生で、兄弟社高校を希望しています。私として

もぜひ弟にも、他の学校では経験できない、こ

のような経験をしてほしいと熱望しています。

ホストファミリーは、勉強では得られない、人
としての大切なことを思い出すことのできるす

ばらしい経験です。

******************************************

ただ今留学中

時間の流れがゆっくり
I 1-1 小松 葉月

姉妹校交換留学プログラム

留学先：Grand Rapids Christian High School

留学期間：2011.8.26 ～ 2012.3.20

こんにちは。GR はもう完全に冬です。この

間、雪が降りました。11 月に初雪です。私の

記憶が正しければ小学生以来の出来事です。
積もったらいいのになと思ったのに、ちょっと

しか降りませんでした。でも、これからうんざ

りするほど降るそうなのでちょっと期待してい
ます。

さて、最近の報告ですが、学校生活は相も変

わらず頑張ってます。本当に忙しいです。
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宿題は多いし、しかもそれが毎日です。数学な
んかはいいですけど、他の教科はすごく長い英

文を読まないといけないものが多いのでホント

にイライラします。家族が助けてくれるので、
できる範囲で提出するようにはしています

でも、嬉しいことが一つ。日本でも一番苦手

で、こっちでも大っ嫌いだった数学のテストで

いいスコアが出せたことです。あくまでも、自
分の中でですが。

また、英語の授業で日本ではたぶんしないよ

うなことをしています。なんと、映画撮影です。
でも、本物の撮影機具を使ったりするようなの

ではないです。4、5 人の小さいチームで集ま

って専用の小っちゃいカメラで撮影します。ち

なみに私のチームのストーリーはこうです。
お昼休み、みんなとご飯を食べていた時主人

公の女の子がヘッドフォンで音楽（大音量）を

聴いていたせいでチャイムを聞き逃してしまい
大遅刻するお話です。「ありえへんやろ（（笑」

って思ったら、チームの子たちによるとたまに

あることだそうです。
学校以外では、10 月、ハロウィンでランタ

ンを作ったことが印象に残っています。私はす

ごく不器用なので、何回包丁で指を切り落とし

そうになったことか・・・怖かったです。
まあ楽しかったし、怪我もしなかったのでよか

ったです。

最近は以前に比べ、自分の意思を自分の言葉
で伝えることの難しさをしみじみ感じていま

す。うまく伝えられないのですがもっとこうす

ればよかったとか、すごく考えてしまいます。
でも、もしかしたらこういう気持ちも留学する

ことでしか味わえないものかもしれないので、

これからはもっと努力してみようと思います。

それでは、皆さんも健康に気を付けて頑張っ
てください。では、また。 2011.11.16. 受信

ベルギーで新発見、学校の違い
I 2-1 大崎 恭平

ロータリークラブ交換留学プログラム

留学先：College Notre-Dame de la Paix( ﾍﾞﾙｷﾞｰ）
留学期間：2011.8.20 ～ 2012.6.20

いかがお過ごしでしょうか、ベルギーの朝は、
マイナス 5 ℃などでガラスが凍っていたりしま

す。それでは報告をしたいと思います。

この 10 月 11 月はとくに忙しい時期でもありま
した。また秋休みが 1 週間ほどあり、旅行へも

行きました。

まずは勉強についてお話ししたいと思いま

す。勉強面ではフランス語と英語に力をいれて
日々勉強しています

内容は、英語では公正取引やエイミッシュな
どを勉強しています。

日本の英語の授業と違うところは、語彙の難

しさにあると思います。例えば公正取引などの
勉強になってくると、専門の分野の英語なども

出てくるためとても苦労しています。

また授業では BBC（イギリスの放送局）の

映像をみて自分の意見を述べるなどの授業もあ
り日本とはまた違った授業をうけられているの

でとてもうれしく思っています。

フランス語は、だんだんと耳が慣れてきたの
で、6 割は聞き取れるようにはなってきていま

すが、まだまだ、書くことに関しては苦労して

います、というのもフランス語の場合、動詞の

活用が主語によってすべてかわるためです。ま
た完全に英語と文法が同じなわけでもないので

すべてが一からのスタートなのです。

次に、秋休みについてお話したいと思います。
2 泊 3 日でパリへ、また 2 泊 3 日でロンドンへ、

日帰りで海へ行ってきました。

パリではシャンゼリゼ通りなど世界的に有名

な場所を訪れることができました。世界的有名
な絵画や彫刻なども見ることもできました。ロ

ンドンではノートルダム、英国美術館などへも

訪れました。
2 つとも旅行感覚で行ったので、経済などに

ついては、あまり触れる機会がありませんでし

たが、さまざまな国籍の方たちがたくさんおら
れて、見るかぎり、EU の景気が悪そうにはと

てもみえませんでした。

ロンドンへは海外の友達 50 人ほどで行きま

した。色々な国の人と話すことで、相手の立場
にたち少しではありますが、日本を外から見れ

ることを魅力に感じました。

ベルギーへ来て早くも 3 か月がたちました。
これからたくさんの収穫をしていきたいと思い

ます。具体的にはまだなにを習得したいとかは

わかりません。しかし１か月たつごとに 1 つで
もいいからものにしたいと思います。

2011.11.28 受信


